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要 約

和牛子牛の人工哺乳の実施方法については多くの報告がなされているが、系統の違い等があり、

そのまま適用することは難しい。そこで、岡山和牛子牛を人工哺乳で飼育する場合の知見を得るた

め、 適正な代用乳給与量、離乳条件、哺乳期の飼養管理について試験を実施した。

１ 代用乳給与量は、日量 600g よりも日量 1.0kg の方が発育が良い傾向となった。また、その効

果は雄子牛で特に顕著であった。

２ 人工乳の摂取量で離乳を決定する場合、日量１ kg 到達時点での離乳の方が日量２ kg に達する

まで哺乳期間を延長するより経済面、労力面から優れていた。

３ 人工哺乳における早期の採食馴致は、人工乳の摂取量を増加させるのに効果的であり、発育の

改善を期待することができる。その際、人工乳とミルクを混ぜる方法が特に優れていた。

和牛子牛、人工哺乳、代用乳給与量、離乳条件、人工乳摂取量キーワード：

緒 言

近年、和牛繁殖農家において母牛の繁殖機能の

早期回復と子牛の均一で良好な発育の促進を目的

とした超早期親子分離による人工哺乳が実施され

ている。人工哺乳は個体管理がしやすい利点があ

る反面、その発育に関しては自然哺乳子牛に比較

してやや劣ると言われている 。また、和牛子牛１）

の人工哺乳の実施方法については多くの報告がな

されている が、系統の違いなどもあ２）３）４）５）６）７）

り、そのまま適用することは困難である。そこで、

岡山和牛子牛を人工哺乳で飼育する場合に、自然

哺乳子牛と同等の発育が得られる哺乳体系を確立

するために、適正な代用乳給与量、離乳条件、哺

乳期の飼養管理について検討したので報告する。

試験１ 哺乳量検討試験

材料及び方法

（１）供試牛及び試験区分

試験牛は、平成 16年度から平成 18 年度にかけ

て場内で生産された黒毛和種子牛雄 11 頭、雌 10

頭を用いた（表１）。

試験区分として、代用乳を１日 0.6kg 給与する

区（0.6kg/日区）と１日 1.0kg 給与する区

（1.0kg/日区）を設定した（図１）。

（２）試験方法

試験牛は、分娩後を０日として生後２日目まで

親から初乳を摂取させた。生後３日目の朝に親子
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表１　試験１供試牛一覧
試験区 性別 生年月日 父牛名 生時体重
0.6kg/日 雄 H16.10.3 沢茂勝 26.4
0.6kg/日 雄 H17.3.5 花茂勝２ 30.8
0.6kg/日 雄 H17.3.9 花茂勝２ 29.4
0.6kg/日 雄 H17.6.6 利花 26.7
0.6kg/日 雄 H17.6.16 藤幸桜 25.6
0.6kg/日 雌 H16.3.9 利藤 30.6
0.6kg/日 雌 H16.6.9 勝福茂 30.3
0.6kg/日 雌 H16.10.3 勝福茂 34.5
0.6kg/日 雌 H17.9.11 利花 29.9
1.0kg/日 雄 H16.7.9 北乃藤 35.8
1.0kg/日 雄 H16.7.31 波姫 37.3
1.0kg/日 雄 H17.2.19 利花 29
1.0kg/日 雄 H17.5.1 北乃藤 34.5
1.0kg/日 雄 H18.1.7 第２富藤 36.5
1.0kg/日 雄 H18.2.10 第５北盛 32.5
1.0kg/日 雌 H17.4.29 沢茂勝 36.1
1.0kg/日 雌 H17.8.29 沢茂勝 29.8
1.0kg/日 雌 H17.9.11 西姫９ 36.1
1.0kg/日 雌 H17.12.27 銀嶺 33
1.0kg/日 雌 H18.3.17 利花 22.7
1.0kg/日 雌 H18.3.20 北仁 38.2



分離を行い、人工哺乳試験を行った。0.6kg/日区

は、市販の代用乳を１回当たり 300g、１日２回

朝（9:00)・夕(16:00)給与した。哺乳期間は 60

日間とし、離乳前１週間は代用乳 300g を朝１回

のみ給与とした。

1.0kg/日区は、３～５日齢の３日間は代用乳を

朝・夕 300g ずつ、それ以降は 500g ずつ給与した。

哺乳期間は同じく 60 日間とし、離乳前１週間は

代用乳 500g を朝１回のみ給与とした。

各区とも、代用乳の給与は 42 ℃の温湯で６倍

希釈し、哺乳バケツを用いて行った。生後 10 日

齢前後に人工乳およびチモシー乾草の給与を開始

し、摂取状況に応じて増量した。生後 12 週齢以

降に人工乳を育成用飼料と切り替えた。水はウォ

ーターカップで自由飲水とした。生後 12 週齢ま

では独房で単飼し、12 週齢以降は 2 頭で群飼を

行った。また、雄子牛は生後 16～ 20 週齢に去勢

を実施した。

（３）調査項目

調査項目は発育成績、疾病発生状況とした。発

育成績は生後８ヶ月齢まで２週間毎に測定した。

結果及び考察

（１）疾病発生状況

試験１における下痢の発生状況を表２に示した。

６ヶ月齢までの下痢の発生が多くみられた。１

頭当たりの８ヶ月齢までの平均下痢治療日数は、

0.6kg/日の去勢子牛が 10 日、0.6kg/日の雌子牛

が 17.8 日、1.0kg/日の去勢子牛が 13.5 日、

1.0kg/日の雌子牛が 15 日であった。各区に有意

な差は認められなかった。

試験２における熱発の発生状況を表３に示した。

熱発は 39.7 ℃以上を集計した。４ヶ月齢までに

発生が多くみられた。１頭当たりの８ヶ月齢まで

の平均熱発治療日数は、0.6kg/日の去勢子牛が

2.3 日、0.6kg/日の雌子牛が 1.8 日、1.0kg/日の

去勢子牛が 1.8 日、1.0kg/日の雌子牛が 1.3 日で

あった。各区に有意な差は認められなかった。

（２）発育成績（体重）

試験１における去勢子牛の体重推移を図２に示

した。

両区を比較すると、全ての月齢において

1.0kg/日区のほうが発育が優れていた。また、

1.0kg/日区は５ヶ月齢以降（社）全国和牛登録協

会の黒毛和種正常発育曲線（以下、正常発育曲線

とする）の平均値 を上回って推移した。一方、８）

0.6kg/日区は全ての月齢において正常発育曲線の

平均値を下回って推移した。離乳時である２ヶ月

齢体重は、1.0kg/日区が有意に優れていた

(P<0.01)。しかし、出荷月齢である８ヶ月齢体重

は、有意な差は認められなかった。また、生時体

重において 1.0kg/日区が有意に大きく(P<0.01)、

２ヶ月齢時点ではその影響が強かったと考えられ

た。

試験１における雌子牛の体重推移を図３に示し

た。

両区はほぼ同水準で推移した。また、両区とも

試験終了時には正常発育曲線の平均値を上回って

推移した。生時体重、２ヶ月齢体重及び８ヶ月齢

体重において、有意な差は認められなかった。

図２　試験１の去勢子牛の体重推移

0

50

100

150

200

250

300

0 1 2 3 4 5 6 7 8

月齢

ｋｇ

0.6kg/日区

1.0kg/日区

正常発育曲線
（下限）

正常発育曲線
（平均）

正常発育曲線
（上限）

36 岡山県総合畜産センター研究報告 第１８号

図１　試験１哺乳プログラム
0～2 ～5 ～53 ～60

0.6kg/日給与区 初乳 0.3kg/日

1.0kg/日給与区 初乳 0.6kg/日 0.5kg/日

0.6kg/日

1.0kg/日

表２ 　試験１下痢発生状況　
月齢 計

0.6kg/日区去勢 40
0.6kg/日区雌 71
1.0kg/日区去勢 54
1.0kg/日区雌 60
※数字は治療日数の合計(ただし、４頭を基準にしたもの）

7 8 7 17 11 12 7
7 5 0 48 9 8 13
12 6 4 07 2 8 32
1 2 2 19 3 11 11

4～5 5～6 6～7 7～80～1 1～2 2～3 3～4

表３　試験１熱発発生状況
月齢 計

0.6kg/日区去勢 9
0.6kg/日区雌 7
1.0kg/日区去勢 7
1.0kg/日区雌 5
※数字は治療日数の合計(ただし、４頭を基準にしたもの）
※39.7℃以上を集計した。

1 0 0 01 1 2 0
1 0 0 02 2 1 1
0 0 0 00 0 1 6
0 0 0 00 1 3 5

4～5 5～6 6～7 7～80～1 1～2 2～3 3～4
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試験１における去勢子牛の DG 推移を図４に示

した。

両区を比較すると、0.6kg/日区にやや波がある

ものの、ほぼ同様の推移傾向を示した。特に５ヶ

月齢以降良好な発育を示し、DG は 1.0 以上に到

達した。また、１ヶ月齢では 1.0kg/日区が有意

に大きかった(P<0.05)。この時期は栄養の大部分

を代用乳で摂取したためと考えられた。

試験１における雌子牛の DG 推移を図５に示し

た。

両区を比較すると、0.6kg/日区は１ヶ月齢から

３ヶ月齢にかけて除々に上昇し、３ヶ月齢以降は

安定して 0.85 以上を推移した。一方、1.0kg/日

区は２、３ヶ月齢と低い値を示し、その後急激な

上昇がみられた。６ヶ月齢以降の DG は 1.0 以上

に到達した。また、１ヶ月齢では５%水準で有意

に 1.0kg/日区が大きく、２ヶ月齢及び３ヶ月齢

ではそれぞれ５%水準及び１%水準で 0.6kg/日区

が大きかった。１ヶ月齢では去勢子牛と同様に代

用乳の給与量の差が摂取エネルギーの差となり、

２ヶ月齢及び３ヶ月齢では 0.6kg/日区に較べて

1.0kg/日区の方が下痢の発生が多かったため、こ

のような結果になったと考えられた。

図３　試験１の雌子牛の体重推移
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図４　試験１の去勢子牛のDG推移
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（３）発育成績（体高）

試験１における去勢子牛の体高推移を図６に示

した。

体重と同様、全ての月齢において 1.0kg/日区

のほうが発育が優れていた。また、1.0kg/日区は

５ヶ月齢以降正常発育曲線の平均値を上回って推

移した。0.6kg/日区は７ヶ月齢まで正常発育曲線

の平均値を下回って推移したが、出荷月齢である

８ヶ月齢時には正常発育曲線の平均値を上回った。

２ヶ月齢体高は、1.0kg/日区が有意に優れていた

(P<0.01)。しかし、８ヶ月齢体高は有意な差は認

められなかった。

試験１における雌子牛の体高推移を図７に示し

た。

離乳時である２ヶ月齢体高は 1.0kg/日区が大

きい傾向がみられたが、有意な差は認められなか

った。出荷月齢である８ヶ月齢体高においても有

意な差は認められなかった。しかし、６～８ヶ月

齢において 1.0kg/日区が大きい傾向がみられた。

また、両区とも全ての月齢において正常発育曲線

の平均値を上回って推移した。

図５　試験１の雌子牛のDG推移
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図６　試験１の去勢子牛の体高推移
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以上の結果から、岡山和牛子牛において人工哺

乳を実施する場合、代用乳給与量を日量 1.0kg ま

で増やしても飲み残しはほとんどなく、日量

600g での哺乳と比較して大きくなる傾向がみら

れた。また、その効果は雄子牛で特に顕著であっ

た。

この結果をもとに、試験２及び試験３の哺乳プ

ログラムにおいて最大給与量を日量 1.0kg に設定

した。

試験２ 離乳条件検討試験

材料及び方法

（１）供試牛及び試験区分

試験牛は、平成 18 年度に場内で生産された黒

毛和種子牛雄 10 頭、雌６頭を用いた（表４）。

試験区分として、人工乳摂取量が１ kg/日とな

った時点で離乳する区（１ kg 離乳区）と２ kg/

日となった時点で離乳する区（２ kg 離乳区）を

設定した。

図７　試験１の雌子牛の体高推移
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（２）試験方法

試験牛は、分娩後を０日として生後２日目まで

親から初乳を摂取させた。生後３日目の朝に親子

分離を行い、人工哺乳試験を行った。各区とも、

哺乳プログラムは同一とした（図８）。３～５日

齢の３日間は代用乳を１回当たり 300g、１日２

回朝（9:00)・夕(16:00)給与した。６～ 53 日齢

の期間は朝・夕 500g ずつの給与とした。53 日齢

以降、離乳条件を達成するまで段階的に哺乳量の

減量を行った。54 ～ 60 日齢の期間は朝１回のみ

500g 給与した。61 ～ 70 日齢の期間は朝１回のみ

300g 給与した。71 ～ 80 日齢の期間は朝１回のみ

200g 給与した。81 日齢以降は朝１回のみ 100g 給

与とし、離乳時まで継続した。

飼養管理の方法は哺乳量検討試験に準じていた

が、人工乳の給与開始は生後７日齢前後から、チ

モシー乾草の給与開始は生後８週齢前後からとし、

摂取状況に応じて増量した。人工乳及び育成用飼

料は１日４ kg を上限とした。

（３）調査項目

調査項目は発育成績、配合飼料（人工乳及び育

成用飼料）摂取量、粗飼料（チモシー乾草）摂取

量、疾病発生状況とした。発育成績は、生後８ヶ

月齢まで２週間毎に測定した。

結果及び考察

（１）配合飼料摂取量

試験２における配合飼料摂取量を図９に示した。

両区にはほとんど差がなかった。離乳時期であ

る 10 週齢から 16 週齢にかけて急激に増加し、24

週齢以降はほぼ給与量の上限（４ kg）を摂取し

た。

38 岡山県総合畜産センター研究報告 第１８号

表４　試験２供試牛一覧
試験区 性別 生年月日 父牛名 生時体重

1kg離乳区 雄 H18.7.19 勝福茂 33
1kg離乳区 雄 H18.9.15 千宝 27.2
1kg離乳区 雄 H18.11.4 沢茂勝 29.8
1kg離乳区 雄 H18.12.22 森藤86 36
1kg離乳区 雄 H19.1.6 沢茂勝 30.9
1kg離乳区 雄 H19.3.13 第５北盛 40.5
1kg離乳区 雌 H18.6.13 沢茂勝 30.5
1kg離乳区 雌 H18.9.17 森藤86 28.3
2kg離乳区 雄 H18.6.20 藤姫丸 31.9
2kg離乳区 雄 H18.9.17 第２富藤 27.8
2kg離乳区 雄 H18.12.13 第５北盛 30
2kg離乳区 雄 H18.12.30 第５北盛 26.7
2kg離乳区 雌 H18.9.6 第５北盛 31.9
2kg離乳区 雌 H18.10.21 沢茂勝 27.6
2kg離乳区 雌 H19.1.18 沢茂勝 31
2kg離乳区 雌 H19.3.8 第５北盛 27

図８　試験２哺乳プログラム
0～2 ～5 ～53 ～60 ～70 ～80 ～離乳時まで

初乳 0.6kg/日 1.0kg/日 0.5kg/日 0.3kg/日 0.2kg/日 0.1kg/日

図９　試験２の配合飼料摂取量
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また、試験２における２ヶ月齢及び４ヶ月齢ま

での配合飼料摂取量を図 10、11 に示した。

２ヶ月齢までは２ kg 離乳区の方が多い傾向が

みられた。しかし、４ヶ月齢ではわずかながら１

kg 離乳区のほうが２ kg 離乳区を上回った。

表５に試験２における期間別配合飼料摂取量を

示した。各期間において有意な差は認められなか

った。

（２）粗飼料摂取量

試験２における粗飼料摂取量を図 12 に示した。

16 週齢までの摂取量は、両区にはほとんど差

がなかった。24 週齢以降は１ kg 離乳区のほうが

摂取量が多い傾向がみられたが、有意な差は認め

られなかった。

（３）哺乳日数

試験２における哺乳日数を表６に示した。

１ kg 離乳区は平均 66.3 日であり、２ kg 離乳

区は平均 80 日であった。１ kg 離乳区は２ kg 離

乳区よりも有意に哺乳日数が短かった(P<0.01)。

（４）疾病発生状況

試験２における下痢の発生状況を表７に示した。

６ヶ月齢までの下痢の発生が多くみられた。１

頭当たりの８ヶ月齢までの平均下痢治療日数は、

１ kg 離乳区が 30.5 日、２ kg 離乳区が 24.8 日で

あった。１ kg 離乳区のほうが２ kg 離乳区と比較

して下痢の発生が多くみられたが、有意な差は認

められなかった。

図10　試験２の配合飼料摂取量（２ヶ月齢まで）
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図11　試験２の配合飼料摂取量（４ヶ月齢まで）
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表５　試験２期間別配合飼料摂取量(kg)
週齢 0～2 2～4 4～6 6～8 中間合計8～1010～1212～1414～16総合計

1kg離乳区0.2 0.8 1.6 3.6 6.2 14.0 29.2 38.7 43.7 131.7
2kg離乳区0.1 0.8 2.3 5.0 8.2 12.9 26.3 36.7 44.0 128.0

図12　試験２の粗飼料摂取量
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表６　試験２の哺乳日数
性別 生年月日 哺乳日数
雄 H18.7.19 71
雄 H18.9.15 65
雄 H18.11.4 61
雄 H18.12.22 60
雄 H19.1.6 67
雄 H19.3.13 67
雌 H18.6.13 76
雌 H18.9.17 63
雄 H18.6.20 82
雄 H18.9.17 89
雄 H18.12.13 78
雄 H18.12.30 84
雌 H18.9.6 74
雌 H18.10.21 71
雌 H19.1.18 75
雌 H19.3.8 87

試験区
1.0kg離乳区
1.0kg離乳区
1.0kg離乳区
1.0kg離乳区
1.0kg離乳区
1.0kg離乳区
1.0kg離乳区
1.0kg離乳区
2.0kg離乳区
2.0kg離乳区
2.0kg離乳区

2.0kg離乳区

2.0kg離乳区
2.0kg離乳区
2.0kg離乳区
2.0kg離乳区

表７　試験２下痢発生状況　
月齢 計

1kg離乳区 244
2kg離乳区 198
※数字は治療日数の合計

45 35 18 1819 21 14 28
68 36 9 526 33 36 31

4～5 5～6 6～7 7～80～1 1～2 2～3 3～4
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試験２における熱発の発生状況を表８に示した。

熱発は 39.7 ℃以上を集計した。１頭当たりの

８ヶ月齢までの平均熱発治療日数は、１ kg 離乳

区が 1.5 日、２ kg 離乳区が 2.6 日であった。２

kg 離乳区のほうが１ kg 離乳区と比較して熱発の

発生が多くみられたが、有意な差は認められなか

った。

（５）発育成績（体重）

試験２における体重推移を図 13 に示した（去

勢子牛及び雌子牛を合わせたもの）。

生時体重には差はみられなかった。８ヶ月齢に

おいてやや１ kg 離乳区が大きい傾向がみられた

が、両区ともほぼ同水準で推移した。両区に有意

な差は認められなかった。また、両区とも８ヶ月

齢において黒毛和種去勢牛の正常発育曲線の平均

値を上回った。

試験２における DG推移を図 14 に示した。

両区はほぼ同様の推移傾向を示した。２ヶ月齢

まで 0.6 前後で推移した後、２～４ヶ月齢にかけ

て急激に上昇し、1.0 前後に到達した。その後は

８ヶ月齢までその水準を維持したまま推移した。

急激に増加した２～４ヶ月齢の期間は離乳時期に

あたり、配合飼料摂取量が急増した時期と一致し

た。

（６）発育成績（体高）

試験２における体高推移を図 15 に示した（去

勢子牛及び雌子牛を合わせたもの）。

両区を比較すると、全ての月齢において１ kg

離乳区のほうが発育が優れていた。しかし、両区

に有意な差は認められなかった。また、１ kg 離

乳区は８ヶ月齢において黒毛和種去勢牛の正常発

育曲線の平均値を上回った。

試験２における体高の伸び幅（１ヶ月あたりの

伸長）の推移を図 16 に示した。

両区ともほぼ同様の推移傾向を示した。２～３

ヶ月齢時の伸び幅が大きく、その後月齢が進むに

つれて除々に伸び幅が小さくなった。また、２ヶ

月齢では２ kg 離乳区が有意に大きかった

(P<0.01)。２ヶ月齢までの配合飼料摂取量は２

kg 離乳区が１ kg 離乳区を上回っており（図 10）、

その影響が表れていると考えられた。８ヶ月齢を

通した伸び幅の合計において、両区に有意な差は

認められなかった。

表８　試験２熱発発生状況
月齢 計

1kg離乳区 12
2kg離乳区 21
※数字は治療日数の合計
※39.7℃以上を集計した。

2 2 5 21 0 4 5
2 0 0 01 6 3 0

4～5 5～6 6～7 7～80～1 1～2 2～3 3～4

図13　試験２の体重推移
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図14　試験２のDG推移
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図15　試験２の体高推移
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以上の結果から、人工乳摂取量を目安に離乳を

行う場合、日量１ kgおよび日量２ kg では同様の

発育が期待できることがわかった。したがって、

経済面及び労力面から考えても、日量１ kg に到

達した時点で離乳をする方法が推奨される。

１ kg 離乳区では２ kg 離乳区よりも下痢の発生

が多くみられたが、発育に悪影響を及ぼすことは

なかった。

また、試験２において４ヶ月齢までの発育が順

調ではなかった。そこで、４ヶ月齢までの発育の

改善を図るために、試験３として人工乳早期馴致

試験を計画、実施した。

試験３ 人工乳早期馴致試験

材料及び方法

（１）供試牛及び試験区分

試験牛は、平成 19 年度に場内で生産された黒

毛和種子牛雄５頭、雌４頭を用いた（表９）。

試験区分として、固形飼料給餌器利用区（給餌

器区）、哺乳直後に人工乳を直接手で口に入れて

やる区（直接投与区）、哺乳直後に粉ミルクと人

工乳を団子状にして口に入れてやる区（団子区）

を設定した。

（２）試験方法

試験牛は、分娩後を０日として生後２日目まで

親から初乳を摂取させた。生後３日目の朝に親子

分離を行い、人工哺乳試験を行った。各区とも哺

乳プログラムは同一のもので、試験１の 1.0kg/

日区に準じたものとし、３～４日齢の２日間は代

用乳を１日２回朝（9:00)・夕(16:00)300g ずつ

を、５～６日齢の２日間は朝・夕 400g ずつを、

７日齢以降は朝・夕 500g ずつを給与した。哺乳

期間は 60 日間とし、離乳前１週間は代用乳を朝

１回のみ 500g 給与した(図 17）。

人工乳の早期馴致は生後６日齢以降から開始し、

６～ 15 日齢の 10 日間のうち７日間以上各方法で

馴致を行った。馴致は１日あたり 30 ～ 50g で実

施し、状況に応じて増量した。馴致時間は朝の哺

乳直後とした。

飼養管理の方法は哺乳量検討試験に準じていた

が、人工乳の給与開始は生後６日齢から行った。

また乾草は生後８週齢前後からバミューダ乾草を

給与し、生後 12 週齢以降チモシー乾草に切り替

えた。各飼料は摂取状況に応じて増量したが、人

工乳及び育成用飼料は１日４ kg を上限とした。

（３）調査項目

調査項目は発育成績、血液生化学検査、配合飼

料（人工乳及び育成用飼料）摂取量、粗飼料（バ

ミューダ乾草、チモシー乾草）摂取量、疾病発生

状況とした。発育成績は、生後４ヶ月齢まで２週

間毎に測定した。血液生化学検査の検査項目は

GOT、GGT、THCO、GLU、ALB、BUN、Ca、P であり、

生後４ヶ月齢まで４週間毎に測定した。

結果及び考察

（１）配合飼料摂取量

試験３における配合飼料摂取量を図 18 に示し

た。団子区及び給餌器区は、直接投与区と比較し

て摂取量が多く、４～６週齢の期間において、給

餌器区は直接投与区よりも有意に摂取量が多かっ

た(P<0.05)。離乳時期である８週齢から 10 週齢

にかけて摂取量の増加がみられた。また、表 10

において試験２と試験３の期間別配合飼料摂取量

を比較した。試験３の各区とも試験２と比べて摂

取量の増加がみられており、馴致の効果が示唆さ

れた。特に、団子区及び給餌器区では８週齢以前

に有意差が生じており、馴致により早期の摂取量

が増加することがわかった。

図16　試験２の体高伸び幅
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表９　試験３供試牛一覧
試験区 性別 生年月日 父牛名 生時体重

給餌器区 雄 H19.5.30 花茂勝２ 31.5
給餌器区 雌 H19.6.22 森藤86 26.5
給餌器区 雌 H19.9.20 西花８ 27
団子区 雄 H19.6.29 勝福茂 33.5
団子区 雄 H19.7.11 第５北盛 35
団子区 雌 H19.5.14 新糸藤 28
直接区 雄 H19.4.30 利花 28
直接区 雄 H19.7.16 第５北盛 33
直接区 雌 H19.6.4 福美美 31.5

図17　試験３哺乳プログラム
0～2 ～5 ～7 ～53 ～60

初乳 0.6kg/日 0.8kg/日 0.5kg/日1.0kg/日

馴致期間
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（２）粗飼料摂取量

試験３における粗飼料摂取量を図 19 に示した。

直接投与区及び団子区が、給餌器区と比較して摂

取量が多い傾向がみられた。しかし、各区に有意

な差は認められなかった。

（３）疾病発生状況

試験３における下痢の発生状況を表 11 に示し

た。２ヶ月齢から３ヶ月齢にかけて下痢の発生が

多くみられた。これは、離乳時期にあたり、配合

飼料の摂取量が急激に増加した時期と一致するた

め、その影響による消化不良性の下痢と推測され

る。１頭当たりの４ヶ月齢までの平均下痢治療日

数は、直接投与区が 17.3 日、団子区が 14.3 日、

給餌器区が 9日であった。給餌器区は、直接投与

区及び団子区と比較して下痢の発生が少ない傾向

がみられたが、各区の間に有意な差は認められな

かった。

試験３における熱発の発生状況を表 12 に示し

た。

熱発は 39.7 ℃以上を集計した。下痢の発生と

同様に、２ヶ月齢から３ヶ月齢にかけて発生が多

くみられた。これは下痢に伴って熱発が発生した

ことを示唆している。摂食量増加による消化不良

性の下痢から体調を崩して、熱発がみられたと考

えられた。

１頭当たりの４ヶ月齢までの平均熱発治療日数

は、直接投与区が 3.3 日、団子区が 5.3 日、給餌

器区が３日であった。団子区が直接投与区及び給

餌器区と比較してやや多く発生がみられたものの、

各区の間に有意な差は認められなかった。

（４）発育成績（体重）

図 20 において、試験２と試験３の体重推移を

比較した。

その結果、試験３の全ての区が試験２の成績を

上回った。配合飼料摂取量において、試験３の全

ての区は試験２の摂取量を上回っており、順当な

結果と考えられた。また、配合飼料摂取量と合わ

せて、馴致の効果がみられたことをより一層強め

る結果となった。

試験３において、団子区、給餌器区、直接投与

区の順に発育が優れていた。

この順番も、配合飼料摂取量の順番と一致して

おり、飼料の食い込みが着実に発育につながった

ことが示唆された。また、試験３の各区とも、

120 日齢において黒毛和種雄牛の正常発育曲線の

平均値を上回った。

図18　試験３の配合飼料摂取量
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表10　試験２と試験３の期間別配合飼料摂取量(kg)
週齢 0～2 2～4 4～6 6～8 中間合計 8～10 10～12 12～14 14～16 総合計

直接投与区 0.3 1.0 2.3b 6.1 9.6 21.7a 32.1 44.0 52.8a 160.2a

団子区 0.0 0.4 3.3 8.6a 12.4 27.4A 40.5A 49.4A 54.9a,A 184.6A

給餌器区 0.1 0.9 4.4a,A 9.4A 14.9a,A 26.6A 39.1A 48.3a,c 54.2a,A 183.0A

1kg離乳区 0.2 0.8 1.6B 3.6b,B 6.2B 14.0b,B 29.2B 38.7b,B 43.7b 131.7B

2kg離乳区 0.1 0.8 2.3b 5.0B 8.2b 12.9b,B 26.3B 36.7B,d 44.0b,B 128.0b,B

※異符号間に有意差あり。'a-b:5%,A-B:1%,'c-d:1%

図19　試験３の粗飼料摂取量
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表11　試験３下痢発生状況
月齢

直接投与区
団子区
給餌器区
※数字は治療日数の合計

52

277 5
7

1210
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8
21 13 43
22

計0～1 1～2 2～3 3～4

表12　試験３熱発発生状況
月齢

直接投与区
団子区
給餌器区
※数字は治療日数の合計
※39.7℃以上を集計した。

0～1 1～2 2～3 3～4 計
0
0 0 9 7

3 4 3
16

2 4 2 1 9

10
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表 13 において、試験２と試験３の DG 推移を比

較した。試験３の各区の間に有意な差は認められ

なかったが、試験２と試験３の間では、試験３の

方が有意に発育が優れていた。

（５）発育成績（体高）

図 21 において試験２と試験３の体高推移を比

較した。

その結果、120 日齢において試験３の全ての区

が試験２の成績を上回った。試験３のみの比較で

は、団子区、直接投与区、給餌器区の順に発育が

優れていた。体重成績と比べた場合、団子区の発

育が良いのは一致しているが、直接投与区と給餌

器区の成績が逆転している。これは生時体高の違

いが影響していると考えられた。

表 14 において、試験２と試験３における体高

の伸び幅の推移を比較した。

試験３の各区の間に有意な差は認められなかっ

たが、試験２と試験３の間では、試験３の方が有

意に発育が優れていた。

（６）血液生化学検査

試験３における血液生化学検査の結果を図 22

～図 29 に示した。

GOT は 84 日齢時の検査においてやや高い値を

呈し、特に団子区で顕著であった。この時期は離

乳後にあたり、配合飼料摂取量の急激な増加がみ

られた時期であるので、その影響が考えられた。

また、団子区で顕著だった理由として、採血時に

下痢を発症していた子牛がいたことの影響が考え

られる。

GGT は 28 日齢で高い傾向があり、その後正常

値の範囲に落ち着いたが、84 日齢時の検査にお

いて団子区が他の２区と比較して有意に高い値を

呈した（P<0.05)。この結果も GOT と同様に下痢

子牛の影響が考えられた。

Glu は全体的に高い値を呈し、特に 28 日齢時

に顕著であった。その後採血の回数を経るにつれ

て、正常値に近づいていった。Glu はストレスに

より増加すると言われており 、保定して採血す９）

ることによるストレスが数値に表れ、その後、回

数を重ねるごとに徐々になれていき、正常値に近

づいていったと考えられた。

BUN は正常値の範囲で推移したが、112 日齢時

において給餌器区は直接投与区と比較して有意に

高い結果となった。BUN は、配合飼料の多給及び

良質粗飼料の不足により高い値を示すと言われて

いる。給餌器区は、配合飼料摂取量が直接投与区

よりも多く、かつ、粗飼料摂取量が直接投与区に

較べて少なかった。そのためこのような結果にな

ったと推測された。

P は全体的に高い値を呈した。P が高値を呈す

主な原因の１つに、配合飼料の多給による過剰摂

取がある。この時期の子牛は、第一胃絨毛の発達

を促すため人工乳中心の飼料給与が良いとされて

いる 。そのため、本試験においても人工乳の10）

図20　試験２と試験３の体重推移の比較

0

20

40

60

80

100

120

140

160

0 14 28 42 56 70 84 98 112 126
日齢

kg

給餌器区

団子区

直接投与区

1kg離乳区(試験2)

2kg離乳区(試験2)

馴致期間

表13　試験２と試験３のDG推移(kg/day)
週齢 0～4 4～8 8～12 12～16

直接投与区 0.7 0.8 0.8 1.2a

団子区 0.7 0.9 1.1a 1.2

給餌器 0.6 0.9A 1.1 1.1

1kg 0.6 0.5B 0.8b 1.0

2kg 0.6 0.6B 0.8b 1.0b

※異符号間に有意差あり。'a-b:5%,A-B:1%

図21　試験２と試験３の体高推移の比較
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表14　試験２と試験３の体高伸び幅(cm)
週齢 4～8 8～12 12～16

直接投与区 8.4a 5.2 4.8

団子区 7.8A 6.3 5.1

給餌器 7.1 6.7a 3.9

1kg 5.9b,B 6.0 4.2

2kg 7.3 5.3b 5.2
※異符号間に有意差あり。'a-b:5%,A-B:1%



図22　試験３GOT
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図26　試験３ALB
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図28　試験３Ca
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図23　試験３GGT
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図25　試験３GLU
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図27　試験３BUN
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図29　試験３P
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図24　試験３TCHO
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摂取を優先させた。その結果 Pが高値と考えられ

た。

以上の結果から、早期の採食馴致を行うことは

配合飼料の摂取量を増加させることができ、良好

な発育を期待できることがわかった。また、その

際に最も効果的なのは哺乳直後に粉ミルクと人工

乳を団子状にして口に入れてやる方法であった。

まとめ

今回の試験では、岡山和牛子牛において人工哺

乳を実施する場合、代用乳給与量を日量 1.0kg ま

で増やしても飲み残しはほとんどなく、日量

600g での哺乳と比較して大きくなる傾向がみら

れた。特に哺乳能力が高い体格の大きい雄子牛に

適していると思われる。

また、人工乳の摂取量で離乳を決定する場合、

日量１ kg に達した時点で離乳をしたほうが、日

量２ kg に達するまで哺乳期間を延長するよりも

経済面及び労力面から効果的であった。

人工哺乳における早期の採食馴致は、人工乳の

摂取量を増加させるのに効果的であり、発育の改

善を期待することができる。その際、人工乳とミ

ルクを混ぜる方法が特に優れていた。

血液生化学検査では、やや高い項目もみられた

が特に問題はみられなかった。ただし、早期の採

食馴致により配合飼料の摂取量が増加した結果、

P が高値を示した。過剰な P の摂取は尿石症が発

生する危険性があり、人工哺乳試験での報告例も

多い 。塩化アンモニウム製剤等による11）12）13）14）

予防などの対策を考えておく必要がある。
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